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　アイスピグ管内洗浄工法は、「氷」を用いて管内を洗浄
する技術である。管内洗浄の多くは、スポンジ状の「ピ
グ」を用いた洗浄や、水圧による洗浄、薬剤による洗浄、
ワイヤーブラシ等が一般的である。これらの工法は、管内
に付着する夾雑物を除去するのに効果的であるが排出する
能力を持ち合わせていない。特殊アイスシャーベットは氷
（固形物）の割合が多いので、管内面の汚れを擦り取ると
ともに管外へ運搬する能力がある。

　石油配管やガス管等においてはピグを用いた管内洗浄が
実施されているが、水道管は内面に塗装等の防食が施され
おり、夾雑物を排出する際にこの防食層を傷つける等の理
由から、ピグ洗浄が実施できなかった。本工法は夾雑物を
アイスシャーベット内に取り込むことで、塗装を傷つける
ことなく水道管内を洗浄できる点が評価された。

・管内の赤さびや夾雑物をソフトに洗浄し、管壁を傷めな
い。（老朽化管路でも安全性が高い）
・従来除去できなかった伏越部に溜まった夾雑物も管外へ
排出が出来る唯一の技術である。
・使用する特殊アイスシャーベットは水と塩のみを材料と
しており人体に無害で環境にやさしい。
・詰まることがない。また口径の変化や曲がりにも追従し
て、管内をくまなく、短時間に洗浄できる。
・作業時間が短く、一度に長い距離を洗浄することができ
るので断水時間を短くできる。
・洗浄が不可能とされた汚れが管壁に強固に張り付いてい
る濃縮汚泥の配管でも適用することができる。
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　名誉ある受賞に驚くとともに、今までの活動に対
して評価を頂き嬉しく思っております。アイスピグ
管内洗浄工法は「氷」を用いて管内を洗浄する技術
です。特殊アイスシャーベットは、氷（固形物）の
割合が多く、管内面の汚れを擦り取るとともに管外
へ運搬する能力を有しており、屈曲や長距離の管路
でも適用可能です。

　東亜グラウト工業は、インフラメンテナンスを行
う企業であり独自の洗浄技術を開発しました。管路
の維持管理には、洗浄が重要であるため早くから日
本全国に地域協会を立ち上げて、洗浄に特化した本
技術の普及に取り組んできました。あらゆるパイプ
に適用可能であるため管路施設の管理者は、活用を
検討して欲しい。
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